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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Introducci6n

’

　　　　　　　　　　　EI　presente　trabajo　tiene　por　objeto　aclarar　algunos　puntos　caracterfsticos　de

　　　　　　　　　玉alengua　espafiola　en　su　formac三6n　a　trav6s　de　la　historia．　Bien　sabemos　que　es　el

　　　　　　　　　espafiol　una　de　las　lenguas　de　familia　latina　designadas　con　el　nombre　de　las　neo－

　　　　　　　　　latinas　o　romances　c◎mo　el　franc6s，　el　italiano，　el　portugu6s　y　algunos　otros．　Sin

　　　　　　　　　embargo，　no　suele　prestarse　la　deb輌da　三mportancia　a　un　hecho　de　singular　relieve

　　　　　　　　　en　la　historia　de　este　idioma，　que　es　la　cuota　de　paternidad（lue　corresponde　al

　　　　　　　　　elemento　is16mico　en　la　gestaci6n　del　es　pafio1．

　　　　　　　　　　　　Los　nueve　sig！os　de　coexistencia　de　los　pueblos　de　distinta　religi6n，　cristiana　y

　　　　　　　　　muSulmana，　y　de　dist2nto　idioma，　neolatino　y　6rabe，　tuvo　que　Originar　inevitabiemente

　　　　　　　　　un　contacto　de　ambas　culturas　con　infiujo　recfproco．

　　　　　　　　　　　　Aquf　nos鱒amos飽el　aspecto　maramente　1ing6fstico　de　este　fen6meno．　Desde

　　　　　　　　　luego，　es　imposible　explicar　algunos：feR6menos　lingdfsticos　sin　tener　la　idea　clara

　　　　　　　　　de　c6mo　vivieron　material　y　espiritualmente　los夏）ueblos　de　aque鼠a〈≦poca．　Da　aquf

　　　　　　　　　ctue　hemos　hecho　algunas　exposiciones　de　la　vida　espa五〇1a　baj◎　la　dominaci6n

　　　　　　　　　musulmana，　o　mas　exactamente，　en　la　convivencia　cristiano－musulmana，　a1　referirnos

　　　　　　　　　alos　vocabularios　de　or至gen　6rabe，　a　los　aspectos　sem5ntico，　fraseo16gic◎ysint哀ctico

　　　　　　　　　en　que　se　observan　los　hechos　de　gran　inter6s．　Como　ya　hemos　visto　arriba，1as

　　　　　　　　　influencias　son　mutuas；espafiola　a16rabe，　y　vice　versa，　siendo　mayos　la丘1tima，　pero

　　　　　　　　　nos　limitanos　aqui　a　exponer，　como　dice　el　tftulo，　el　elemento　6rabe　en　e｝espa薮01．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　序

　　　　　　　　　　　イベリア牟島の最西端に位し，西欧中でも地理的に見て最も西欧であるイスパ＝＝アが，皮肉に

　　　　　　　　　も他の欧洲諸国とその性格を異にしている事実は，科学の各部門の証明するところである．言語

　　　　　　　　　学的に云っても，なる程，イスパ＝＝ア語は，ポルトガル語，フランス語，イタリー語等と共に，い

　　　　　　　　　わゆるneo－latinとして分類されてはいるが（尤もこれは当然の事である），その中に伺われる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　95



九世紀にわたる回教徒との共存生活から来た．叉味豊かな言語的諸印象は，イスパ＝ア語を学ぶ

者にとっては，無視すべからざるものである．彼等回教徒の生活文明は，キリス5教徒たるイス

パ・・ア人に比して，極めて高度なものであった．それ故に一層，このアラビア文化の傘島文化に

及ぼした影饗は大きレ・のである．本稿に於ては，回教徒文化の中でも，特に，言語学的立場から

見た諸要素と，それが生ずるに至った，乃至はそれをはぐくんだ社会的環境の観察を行い，現代

Kス？〈　＝・ア語と，それを国語とするイスパニア人の理解を一贋深めん事を期待している．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　第　　一　　章

　　　　　　　　アラピヤ人の侵入に至るまでのイスパニアと，その言語的基礎

　いわゆるMagdalena文明から今日に至るイスパニアの歴史は極めて変化に官み，興味ある葺

究対象である．今，アラビア語のイスパ・：ア語に及ぼした影饗をみるに当り，我々はその薩接の

動機たる，アラビア人のイスパ・・アへの侵入と云う歴史的事実に目を向けなけれぱならなレ、．而

も，その前に，更に，侵入に至るまでのsubstratumとしてのイスパ＝アの姿について観察する

事が，閤題の在家を明確にする上に，是非必要だと考える．アラビア人のイス7〈　＝＝アへの侵入は

廿歴7ヱ1年（我が国では干城鍵都，古事記の成った奈良時代初期）にはじまり，その統治は，コロ

ンブスのアメリカ大陸発見の年で知られる懸92年まで，部ち約8世紀にわたってV・る．とムに8澱

紀間とは，アラビア人が政治的主導権を握っていた期間であって，それ以後も，彼等は依然，此の

地に住みっき，17世紀に璽るまで（Felipe　ll1は1609年彼等に亥寸し追放令を出してV・る）居佳し

てい）∈事を考慮する際，事実，彼等二民族の共存は9世紀にわたる訳である．アラビア的要素が，

イスパ＝ア人の生活にとり入れられたのは此の期間に於てである．借とれについては後蓮する事

にして、711年に至るまでのイスパtアの歩んだ歴史的足どりをたどってみよう．イスパ＝アが

外国の侵入を受け，征服されたのは，とれを以て，剖ちアラビア人の億入を以で腐矢とするの

ではなく，それ以前に，有史以来，被征服者としての数々の辛酸をなめてきている．

　或る歴史家によれば，・・1スパ＝ア人の祖先は，恐らく，当時まだ熱帯だったと恩われる時代に，

この地に渡来したアフリカ大陸系の住民だろうと言う．土民としては北方にクpaマ　：オン人，南

方にイベP族が居た．クロマニオン人は穴居生活を営み，洞穴に画かれた動物の絵で有名である．

イベロ族の起源につレ、ては諸詮があり，定説はなV、．兎に角，イスパ：アの有褒は，外国の植民

地として出発しているところに特徴がある．・イスパ・アは，彼等植民者の残した，いわゆる文化

遺産を蓄積し，今日に至っている．現代イスパ＝ア人乃至はイスパニアの性格が殊の外持つ多面

性は，とんなところから来ているのである．
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　先づ，フェニキア人は，Andalgcfaの西部地方，特に現在のC4dizの中心地として，西紀前11

世紀から同4世紀にわたって住んでV・た．前4世紀頃，フ1　・SPア人の商敵，ギリシア人がM61aga

の近くのMenacaに来り，フエ＝・　｝ア人が西海岸地方を占有したのに対し，東部海岸，つまり

現在のGerona洲以南の地域を占めていた・彼等の文化的影響としては，　Dama　de　Elcheと称

せられる女の胸｛象があるが，これは，イオニアのものを模倣したものである，Empori6nと云う

都市を建設したのもギリシア人だった．ケルト族は，ライン地方部ち北フランスに住んでいたが，

前10世紀と4世紀の二回にわたリイスパ＝アの地に足を踏入れた．Tarteside人〔古代イスパ＝

アの一地方に住んだ土族〕に攻敵され．救助の求めに応じたカルタゴ人は，此の機を利してイス

パ＝アの中央部近くまで進んでいった．彼等は，結局，救いを求めた者をも併せて征服した訳で

ある．此の手口は，やがて，ロ　・一マがイスパ＝：アを征服する時にも用いたのだった．享案，ロー

マのイスパニア｛iE服は，前2世紀に開始された．　m一マ軍は，ピレネー山脈の北西麓のパスク地

方を除V・て，イスパ＝ア杢土を占領した．P　一一マ軍のイスパニア侵入と，イXパ＝ア人の必死の

抵抗は，Numanciaに於ける合戦（152－－1322）で有名であり，不朽の名作Don　Quij◎teの作

者Miguel　de　Cervantesも劇作品“Numancia”でイスパ＝ア人の涙ぐましV・抗戦ぶりを描

き出している．V一マのイスパ＝ア征服がもたらした影響は極めて大きい．これによってイスパ

・アは社会的，言語的，宗教的並びに法政上の統一乃至は大変更と併せて，物質文明の強度の普

及と科学，文学，芸術の導入がなされた訳である．Segoviaの高架水道，　MedEnacelfのローマ

門をはじめ，挙校，麟場などが旧ローマ植民地の面影を残してV・る．特に今・問題とする言語につ

V、ては，イスパエア語が，後に見る如く，アラビア語の大きな影響を受けたにも拘らず，フランス

語やイタリー語と同様，ロマンス語と呼ばれている事実によっても，如何に，ラテン語がイスパ

＝アの地に徹底したかがわかるであろう．それは，当時のローマ帝国の文化水準が被征服地のそ

れに比べて非常に高かった事による事は勿論ではあるが，同時に，此の征服が，バスク地方を除

いて全面的であったと云うととも見逃すべからざる理由の一つである．ラテン語からneo－1atin

としての6スパ＝ア語への変遜については，稿を改めなければ，到底蓮べ尽せるものではない．

只，かNる優秀な文化を有するローマ人の言語たるラテン語も，少なからす，外来語を有してい

る点を指摘しなければならなV・．その一例を挙げれば，ケルト語からはcamisiaなる語を得，後

これがイスパ＝rア語のcamisa（ワイシャッ）となった．　cerveza（ピー一’ル）も元来ケル1・語で

ある．その他ケルト語から来たラテン語としてlat．　carrus＞esp．　carro（車）及びlat．　carpen－

tarius（車大工）＞eSp．　Carpintero（大工）；lat．　vasallus＞eSカ．　vasallo（家臣）．　N，バスク

語からはGarsea＞esP．　Garcia（人名）Enneco＞esP．1鐡go（人名），　Xemeno＞Jimeno（人

名），ezquerr＞θsP．　izquierdo（左の），　pizarra（黒板）．ギリシャ語からは一般的概念或は知
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　　　的活動を表す言葉が採用された．イタljiアの南方のMagna　Greciaとの接触は・一マ人の精

　　　神的進化に大きな力を与えたのだった．idea（思想），　fantasfa（幻想），丘10soffa（哲学），m6sica

　　　（音楽），poesfa（詩），　matematica（数学）等々．

　　　　ローマ帝国下におけるイスパニアは，法政上，帝国の第二の国であったと云える．Trajano，

　　　Adrianoなどの皇帝が，イスパ・・アから輩出した．キリスト教が彼等の精神的支柱となり，こ

　　　れがV・わゆる‘‘P一マ化”を促進して大いに功があった事は云うまでもなレ・．西歴三世紀頃から

　　　崩壊の道をたどった帝国は，途に409年ゲルマン民族（咋ndalos，　suevos，　alanos）の侵入を許

　　　すに王った．414年には，更にGalia地方のAquitaniaに根擦地を有する西ゴー1・族がイスパ

　　　・：アに侵入した．そして征服を完うしたのは西ゴー一ト王Eurics（467－一一・486）でToledoに居を

　　　定めた．しかし最後の賢王Wamba（672～680）を以て，西ゴート、王国は傾き出した．彼等の

　　　持つ過激な性格と勢力争V、は，王位継承をめぐっての貴族闇の不断の内紛となり，途にRodr三go

　　　王に至って此の王国は滅亡した．去年（1955年）の10月に逝ったイスパ＝アの哲学者Ortega

　　　yGassetは著者“Espafia　invertebrada”（無背椎のイスパ＝ア）の中で，現代イスパ＝アの

　　　呈してV・る異常な，余りにも異常な姿は，その原因を遠く西ゴー1・族に帰している．彼は，この

　　　西ゴー一ト族が，ゲルマン民族中，最も弱く，無気力であった事を指てきしている．彼は，西ゴ⇒・

　　　族が300年にわたるイスパ：・：ア征服にも拘らず，何らヒれと云う建設的な事業を行わなかったの

　　　を遣憾に思うのである．すると，言語上は百余の単語を残したに過ぎぬゴート族も，恩いの外零

　　　きな影響を（これは大きな影響に遠いなV・．たとえそれがネガティブな意味であるにせよ）及ぼ

　　　した事になる．繭ゴート王国の政治的最盛期は562年から681年にかけてy“あった．閲ゴートの芸

　　　術は一・般にビザンチン文化の模倣であったが，しかし彼等独自のものを持たぬではなかった．例

　　　えば，San∫uan　de　B頑osの教会に見られる（661年建築）様なbasilica（大会堂）を持った’

　　　型の教会は彼等独自のものである．ゲルマン族は，イスパ＝・アに侵入する前，翻ち1世紀から3投

　　　紀にかけて，Pt　’一マ人と頻繁に交通を行っていた．彼等の繁き接触から，多くの言語交換が行わ

　　　れた．ゲルマン人は・一マ入から商業，農業，工業及び法律kの用語をとり入れ，・一マ人は，ゲ

　　　ルマン人から石けん（jab6n）の製造を教わった．俗語ラテンに導入されたゲルマン系の単語は

　　　可成りある．が，飽くまでも可成りであって，アラビア語など人比較する時は物の数ではない．

　　好戦的なゲルマン族の生活は戦争する事にあった．軍事用語の少くないのも蓋し当然であろう。

、　　guerra（戦争），　guardar（貯蔵する），　robar（盗む），　yelmo（胃）など．

　　　やがておこったのが，アラビア人のイスパニア侵入である（711年）．このアラビア入は，ゲル

　　　マン民族の大移動の最中に，Mah◎maの教義によって聖戦をおこし，中央アジア及び北亜の地帯

　　　を席巷し，勢に乗じて途に，海峡を渡ってイスパニア及び南部フランスに餐入を企てたのだった．
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彼等は7年足らすの間にToled◎，　Hispalis，　C6rdoba，　Mさrida，　Tarrasco，　Cesaraugusta等．

ローマ及びゴ・・ト文明の中心地をはじめ，イスパニアの要所を手中に収めてしまった．こSに，

・一マ＝ゴート文明を素地とする”tスパ＝ア文明と，海をへだてた南の大陸から新しく渡ってき

たアラビア文明とが対立し，それが，時を経て次第に融合してゆくのである．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　第　　二　　章

　　　　　　　　　　　　　アラビア人による統治下のイスパニア

　簡単に云って，7U年の侵入から1492年の滅亡までは，3つの期間にとれを大別する事が出来る．

すなわち第1期は711年から932年までで，これは，キリス〉教徒たる”tスノぐヱア人から見て，反

叛と英雄主義の時代であったと｛云える．一般にアラビヤ軍の侵入と共に，ラテン語が忘れられた

と云う説があるが，これに張力に反対している言語学者も居る．実際，当時の事は余り剣然とし

ない様で，お互に，自己に有利な資料だけを云々してV・る場合が多V・様に見受ける．しかし，何

れにせよ，ラテン語が速かva　aスパ＝ア人の国から治え失せたとは考えない方が正しいと思われ

る．第2期は932年から1099年に至る期間で，いわば服従の時代である．キリスト教的な国民精肺

は殆んどなくなり，その代り，musulm6n（ムスルマン）文化が栄えた時代である．特にSevllla

王国ではそうであった．1099年までとじたのは，此の年がalmor6vides（イスパ＝アに侵入した

別の党派）のmoz6rabes（イスパ＝ア人なるもアラビヤ人に従属している者をこう呼んでいる）

を迫害した年であり，これまでと違って，イスパmア国内に大変革がおこったからである．この

時代にはromance語即ちラテン語から出来た初期のイスパ＝＝ア語は殆んど忘れられてレ・た．ム

スルvン達は大てV・ニケ国語を駆使していた・第3期は1099年以降で，1099年のalmoravidesの

侵入に次いで1146年のalmohadesと云う別の種族のKスパ：・：ア侵入で特徴づけられている．此

の時代はmozarabesが大量移民し，著しく数が減少した．そして，やがて再征服軍に見事敗北

するに至る訳である．以上の事を念頭に置V・た上で，アラビア人の侵入当時から滅亡に至る間の

イスパnアの国状を今少し掘下げて見てゆこう．

　西ゴ←ト王国の政治的，軍事白勺弱点につけ込んでイスパ＝アに侵入した回教徒軍の主力はモー

ロ人だったが彼等の生地Mogrebは，　Ca玉ifato（カリフ）と称せられるアジアの回教徒王国に

属してV、た．7世紀以前には，彼等は放浪生活を営み，全く統一一がなかった．Jequeと呼1まれる

債長を頭に頂いて生活する者も居た．この時突如として現れたのが，熱烈な宗教家であり，政治

的野心家だったMohomaであった．彼は，これまで彼と同族の者共が崇拝してV・た様々な神

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　99



や偶像から，彼の創り出した新しM宗教へと導V・ていった．との新宗教の理念は，キリスト教及

びユダヤ教からこれを得，只一一・入の神，アラーAlahの存在を宣し，死者の蘇生と，菩入は天

国に行き，悪人は地獄に陥ると云う最後の審偶，或はその他の信仰事項を唱導した・信者には，

一 日五回は祈礁を捧げ，一年に一と月は断食をし，叉施物を行い，一生に一度は必すメッカの寺

院を訪ねる事を命じ，これを聖典（Alc◎r4n）に書きとx“めた．彼の死後，後継者は，征服した

アジア及びアフリカの諸民族に，V・ち早くとの宗教を拡めていった．彼等は帝国を築き上げ，そ

の首都はMedinaに吹いでDamasco，更にBagdadと変ってV・った．この帝国は当時の世界

では最も強大な軍事力を有していた．その最盛期には，アジア，アフリカ及びヨーロッパにわた

る広大な地域を占有していたが，ヨーロッパだけにつV・て云うなら，南部イタリア，バレアレス

諸島，シシリ”’£一，サルジ＝ア島及びイベリア孕島の殆んど全部を占めていた．その将軍はEmir

及びCalifaの称号を亨受していた．　M◎grebの回教徒が既に述べた通り8世紀にイスパ：アに

侵入したのは，時あたかも西ゴート王国が王位継承をめぐって各派に分れた貴族間に只ならぬ察

態が発生し，その一一一tr〈たる，　Rodrigo王により退位を余儀なくさせられた前王W輌tizaの息子

の助けとしてやってきた訳で，これがそも，イスパ・ア征服の起源であった．歴史はくり返すか，

援助に来た友軍が居直って恐るべき敵となった例は，既に，イスパ：アの土地で，一再ならず見

た通りである．全イスパ＝アを干定するに僅々7年を要したに過ぎぬアラビア軍の破竹の勢は，

余り敵の無力に気抜けして，かえって九偲の功を一籔に欠くうらみを残したのである．つまり絃等

はその勢で，徹底的にイスパ＝ア全土を征服する事なく，ゴート族をそれ以上追跡するのを止め

て，Callfato及びEmirの至高権を認めるならばと云う条件で，被征服者に宗敦，言語，法律，

主権までも許して，こXにイスパ・・アをしてEmirより樟いられる回教徒のCa磁a加に属する

一洲（emirato）たらしめた．これは，ローマ帝国のとった政策と大V・にその趣きを異にしてい

る．そして，これこそ，やがてイスパ＝アをして再征服を可能ならしめた事は勿論，九世紀にわ

たる長期の征服にも拘らす，ラテン語を根本的に忘れしめ，国語の大改革を行い得なかった大き

な理由である．尤も，それが，現在のイスパnアにとって幸であったか，不幸であったかは，離行

を許さなレ’・兎もあれ，イスパ＝ア人が，アラビア人の進んだ文化を吸収し，そしゃくして血肉

となし，更にその勤勉さが古来あまねく知れ渡っているアラビア人を，国民の喪素として持って

いたならば，十六世紀以降のイスパニアの姿は更に興味あるものであろうと察せられる．aスパ

＝アにおける再征服の機蓮は，征服された当時からすでに生じていた．そして八世紀にわたるイ

スパ＝アに於ける，キリスト教＝回教的生活の二面的な生活が，相反し乍ら而も相容れ，一種独

得の雰囲気を作った一方，北部では常に再征服のための小ぜり合いがしきりに行われていた．イ

スパ＝：ア人は，兎に角e国民の名謬にかけて＆’，このアラビア人を露外に邊放せねば止まぬと意
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気込んでいた．それにも拘らず，内心は，やはり，彼等より一段と秀れた文化フk準に，只，一種の

COmplexを感じ乍ら，何時そや彼等を凌がん，　V・や，少なくとも彼等に追つかん，と心中大V・に

あせっていたのである．アラビア統治下のイスパニアにおける両民族の共存する姿は，実にイス

パ・アならでは見られぬものだった．それは大海にも似て，中央部では，その永量豊かにして，

あたかも鏡の如く，唯，遠い磯辺では寄せては返す荒波が昼夜絶ゆる事がないのにも似ていた．

Toledoは360年の後，再びイスパー＝ア人の手に帰し，　Sevillaは530年間の被征服の後，再びイス

パ＝：ア人のものとなった．

　記述が前後するが，Elnir中最も才たけだ人物だったAbderram6n　el　Gafeki（730～732）は

イスパ＝・ア征服が一応絡るや．Galia地方を征服せんと企てたが，　P◎itierの戦に敗れその目的を

逡しなかった．かくて征服は，イスパ：アだけにと黛まった．アラビア統治下のイス・〈　＝＝ア人の姿

を描き出すとき，それが，学者により，夫々異っているのは不思議である．それは大別して二つの

傾向を有し，その一一つは，どちらかと云えぱ琵分イスパmアに味方した述べ方と，反対に，アラ

ビヤ人に味方をし）た書き方である．何れにせよ，事実は只一つしかない筈で，我々は，それら，両

者の記遣を一子にして．その中間を行く線に浩うより他仕方がない．何故なら，お互に我田引水

をやっている中にも，一応歴史的に実証される事実があるが故に，両者を照合する事によって，

更に一層その視野を，第三者の立場に立って，広める事が出来るからである．

　キリスト教徒にしてアラビア統治下に居る者をmozarabeを称した事は既に遠べたが，彼等は

宗教的に，政治的に，叉言語上，回教都市に於て一つの別世界を形成していた．しかしアラビャ

人との接触は勿論さけ難く，依然として，ラテン語を話してはいたが，弐第にそれが不純になり，

途には，会話は殆んど皆，アラビア語になった．アラビア語が次第に重要となった有様ip．　C6rdola

生れのmo嬬rabe　Alv頒oが，彼の著書の中で次の様に辻べている．時に九世紀の中葉，

　「自分と同宗教の者の中にもアラビア入の詩を読み小説を読む者が大勢居る．叉，回教徒の哲

学者や神学者の著書が盛んに読まれるが，とれは何も反駁せんとしてではなく，むしろ，何うす

れば，最も上品で正確なアラビア語で表現出来るかを習ぶためなのだ．自分の才能を発揮して出

世してゆくキリス1・教徒の青年たちは，みな，アラビア語及び文｛学を知っており，叉熱心にアラ

ビア語の書物を読んだ．そして互額を投じて図書館を設ける有様だった」そうでなV・場合でも，

辺境ではキリxト教徒と回教徒が絶えず接触（だが戦い乍ら）してV・るので，ひとりでにその言

語を覚えてしまう．しかし結局は，Califatoのとった政策から，ラテン語は依然として存続する

事になった．

　はじめCast斑a王国がイスパ＝アの独立或は再征服に大きな力となったが，後，十一世紀の初

期には（イスパニアにおける）キリスト教国はLe6n（Ga正icia及びAsturiaSをも含めて），
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Cast剖a，　Navarra及びArag6nの四つとなった，そして再征服の士気は愈々高まってV・った・

一方，Caiifatoでは，回教徒間の内乱に，吹第に軍事力蓑え，徒らにキリス1・教徒を喜ばしめる

に至った．しかし乍ら，軍事力でこそ，今は弱化したが，Califatoにおける回教徒の文化は燦然

たるものがあった．キリスト教徒イスパ＝アは，やがて武力でこそアラビア人には打勝つが，文

化の点からは，甚だ恥かしV・姿だった．

　Califatoの中学校ではコーランの読み書き，詩，作文が教えられ，大学では宗敦的伝統乃至は

聖書，コーランの講釈，論評がなされ，同時に文法，医学，法律，文学（歴史を含んで）が学ばれ

た．回教徒の知識の基礎はギリシャ，ve　一マの書籍で，特にギリシャのが主であった．彼等はそ

れをアラビア語に訳したのである．当時欧洲諸国では，政治的野心に燃えていて，ギリシャ，P

一 マの文化的伝統をやNもすれば忘れ勝ちだった時の事とて，彼等アラビア人の，こうした努

力は，極めて意義深いものであった．彼等は更に，西アジアの，中国，印度等における利学や芸衛

も導入吸収し，それらの模倣から一歩進んで，彼等独自のものを創り上げていった．かくてアラ

ビア人は，古い文化の維持者として，叉同時に薪しい思想や発見の所持者として，世界でも最も

教養ある国民となった．十一世紀におけるRipoliの償院はアラビア科学，持に数学の普及の中

心地だった・C6rdobaのCalifatoの図書館は60万冊の図書を擁しAndalucfaには50の公立

図書館があった．彼等の活動は，文学，数学のみにとN“まらす，芸術一般，建築，農業，牧畜，商

業，その他あらゆる生活面に秀で入いた．貴金属細工にしても，織物にしても，みんな，イスパ

：ア入が模倣する事となった・

　回教徒の生活の繁栄ぶりは十世紀に至ってその絶頂に逡していた．C6rdobaは特にそうで，

2◎万戸の家を持ち，600の回教寺院，90◎の銭湯（これは後，再征服後破壌を命ぜられ今は残って

レ・ない）には各階層の人が集った．C6rd◎baは当時世界でも最も豊かな都市だった・道路は石

が敷きつめられ，家々へは管でフkが引かれてレ・ると云った有様だった．Mezquitas（回教寺院）

の中最も有名なものは，2iのとびらと大理石，斑入大理石で作られfel200本の紅の上部は金が用

いられてあった．その読教壇は象牙や高価な木材で饒られ，百余の燈立ては殆んど銀製だった。

musulm6nの生活は，一般に，　C6rdoba程ではなくとも，ほs’とれに準じたもので極めて繁栄

していた、　これをキリス1・教徒たちに伝播したのはm◎zarabes達だった．叉，アラビア人の

征服の及ばなかった地域，部ちキリスト教徒のイスパ＝アにまでこの影響は及ぶ事になった．面

白い現象と云えぱ云えなくもなレ・．Eスパmア人による再征服が進捗するにつれて，彼等の捕露

となってキリスト教イスパニアに連行された人々（mud6jaresと呼ばれている）がその役を勤

めたのだった．それは了度，C6rd◎baにおけるイスパ＝tア人の地位と同様なものだった．お亙

に主義を異にするにも拘らず，各王室の異民族聞k）結梁，これ翻ち政熔績婚で，その磯牲になる
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者の心を誰か知る，こうした結婚が初期に於て屡々行われた事や，CastillaやArag6n王国の

国王が稀ならずC6rdobaに旅した事などが相互の影響を一屑深める事となった．これも一時の

享で，再征服が吹第に進むにつれ，イスパニア人の態度は硬化しはじめた．再征服成った土地へ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はキリスト教イスパ＝アに住みたv・と願うmozarabeや回数徒の捕虜を住ませ，農耕に従事さ

せた．

　11世紀に苦けるC6rdobaのCalifatoの崩壊から13世紀にかけての期間は，イスパ＝ア史上？

あらゆる点に於て最も重要な意義をもつ時期であった．部ち吹の三大事項がそれを証明している．

　1．キリスト教徒による再征服の画期的進ちよく。

　2．8世紀以来設けられた各々の政治の中心の中央集権化・

　3．　ロマンス語の誕生と発達（ga1！eg◎s，　castellano，　cata拍n）

再征服の英雄は，R町Dfaz　de　Vivar，叉は回教徒から贈られた名前EI　Cid　Campeadorであ

った．これは英雄詩Poema　del　Mi◎Cidの主人公と同じであるが，如何にも力強く，而も優

雅に，人間味豊かな英雄の姿が描かれている．11世紀にはじまった前後八回にわたる十字軍の遽

征にイスパェアは参加しなかったが，事実，国内でそれと同じ役割を果してV・た訳である．13世

紀に入ってAlmohadeの侵入を最後に回教徒は次第に政治的，軍事的力を失ってレ・った．しか

し文化は依然としてその光を放っていた．Zaragozaには哲学者Abempace，数｛学藩Abraham－

bar－Hiyaが居たし，建築ではMu頑arと称ぜられる薪様式が探用され，蚕イスパ＝アに拡が

った．

　Reyes　Cat61icosのGranada攻懇を以て，8世紀にわたるアラビヤ人の政治的首導権は，再

びキリスト教徒の手に戻り，イスパ＝＝アはce　IJス1・教徒の国となった．回教徒はやがて国外に追

放される身となった．時に1492年．イスパ＝アは新しいエネルギーに満ちて？今しがた発見さ

れた新犬睦へと雄々しく躍動した．しかし，8世紀にわたる彼等回教徒の残した拭うべからざる

足跡を遮二無二拭い去らんとしたイスパ・＝アを待ち受けていた蓮命の神は，必ずしも頗笑まなか

ったのである．アラビア人の国外追放と，国内産業の荒廃の間には余りにも深い関係がある事を

歴史は証明している．，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　第　　三　　章

　　　　　　　　　　　　　　アラビア起源のイスパニア語単語

　前章に於てはイスパニヤ人とアラビヤ人との共存生活について蓮べた．が，むしろそれは政治

を申心としたものであって，本章では特に，本稿の中心一1－　ivマである言語自体について考察せん
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とするものである．就中我々の興味を呼ぶものは，征服者としての回教徒の文化的優越性，及び

彼等のとった特異な政策（宗教，法律，言語等の自由を許したこと）と更に進んで，彼等回教徒

が，自らキリスト教徒と交った点である．若し，との共存と云う享がなかったとしたら，征服者
A

回敦徒は，或は案外早くKス7〈　＝＝アの地を離れていたかも知れない．それは，キリス1・教徒の再

征服を目指す攻撃よりも，むしろ外国の干渉によるものだったろうと考えられる．何故なら，一

度ピレネー山脈を越えれば，隣国は，強犬なカルル大帝が，虎視眈々としてイスパ＝アをねらっ

て居たからである．兎もあれ，こうした事実は，深く現代イスパ＝ア人の精肺生活の中にまで影

謬する事となったのみならす，その秀れた生活文化は，既存のneo－latin語にまだ大きく作用す

る享となった．アラビア人が，イスパ＝アの占領と共に，土地の婦女と結婚し，一つの薪しい人

種を作り上げんとした事と，やがて，新大陸発見と共にアメリカに赴いたKスパ・ア人が，土着

民と結婚しfe事を思い出すとき，そこに一脈相通する何物かx“ある事を感ぜざるを得ない．　ReaI

Academia　Espa五〇工aの大辞典には，アラビア語に起源を有するも，現代イスパ＝ア語として捻

用されている単語が4000語以上記録されている．従って，今，これをこLに全部挙げる事が，如

何に不可能であるカ〉　N“　ibかるであろう．但し，先述の如く，アラビア政権のとった辞異な性絡か

ら，依然，これまでのラテン語を使う者が多く，従つて，蚕般的に云って，アラビヤ的要素は，主

として単語にのみ見られ，文の欝造を根本的に変えるには至らなかった．街，4000語に余るこれ

らの単語が全部純粋にアラビア語であるか否かは相当凝問があり，その語源のはっき｝）しない語

が多少ある．たとえアラビア語が，ラテン語の如く，イスパ・・アの土語を全く消失せしめた程た

きな影響は有さなかったにせよ，相当なものであった．回教徒文化の優越性については前章にて

も一寸触れたが，今は特に言語を通じてみた具体的検討を行ってみよう．

　先づ，アラビア人は勤勉な働き手であった．農業について云うなら，彼等は熱心に米（arrOZ）

をつくった・先づ苗床（almajara）を作り，フ1〈管（atarjea或はarCadr◎z）で水を導き，琵寺に

はフk揚機（noria叉はazud）を使う享もあった．畑（alumnias）で出※た作物は納屋（alquerfa）

に収めた．米の他にうまごやし（alfalfa），砂糖きび（casa　de　azftcar），t野菜（alcachofa），

南京（zanahorias），西瓜（sandias）等があった．農業に関する単語には，此の他，　almatriche

（7」くig），　alcantariUa（藩に渡した小橋），　atanor（lj＃スk管），　aljibe（ズ（槽），　zanja（蒋，下水），

ace五a（フ髭車），　alberca（貯水池）などがある．

　農業と関蓮して，園芸につV・ても，各家庭の裏庭には定って植込み場（arrlates）があって，そ

こには季節の草花が絶えなかった．白百合（azuc頭as），レモンの花（azahar），月桂樹に似た

adelfaの木，　albelias，　array5n等々．叉植物ではこの他，　naranjas（ミカンの木），1im6n（レ

モンの木），albaricoques（杏），亡Oτonjo（巷汗）があり，　aceituna（オリーブ実）は億等双8
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物だった．昼食事．（almuerz◎）など，彼等はaji（唐がらし）と一しよに醗≡漬けにした（esca－

beche）として食べた．

　古来商人として知られているアラビア人は流石に多くの商業用語を残してV・る．荷物を積んだ

carabana（啄商）は，　arriero叉はrecuero（馬方）k導かれて，毎週開かれる市場（z◎co）に

や・て来る・品物はceremines（穀蓼◎が主だが・その他食物では・メリケン紛と卵と魚肉で

作られた団子（alb6ndiga）の様なものがあった．度量衡は勿論アラビア式でarroba，　arrelde

quintal，　adarme等は皆重さの単位である．穀物は特に一袋（fanega）畿らで売られる事があ

った・油（aceite）などはcahices）　a・umbre（約21）等の単位で計ら9Z・これには度量衡翰査

人（almotac6n）がっいていた．営業者に対してはalcabola，　garrama，　alfarda等営業税が

課されたが，徴税官はalmojarife或はalfarderoと称せられてV・た．叉税関（aduana）では

科量（tarlfa）は科量一艶表（arancel）に準じて，金貨（dinero）或はmaravedfで支払われ

た．商品は普通倉庫（almac6n）に保存された．その他，海損（averia），貯蓄（ahorre），安値

（barato）等，商業に関する語は多い．

　素晴しい回教寺院Mezquitaのの建築者たるアラビア人は，建築に於ても，少なからぬ用語を

イスパ：ア語に与えてV・る．今，その主なもの人一部を拾ってみると，alhania（押入れ），　ajimez

（出窓），azotea（露台），　tabique（仕切壁1），　acftara（家の両側の壁），　alarifes（頭領），　albafiil

（左官）・alcanta・illa（樋），　a1・ti・a・倣）・alc・ba（寝｛曇）・　a・ulej・（飾煉瓦），　bald・sa（敦煉

瓦），zagu養n（玄関），　arrab6（窓の飾り），　alcandara（干物台），　alhagu｛n（瓦師），　almarbate

（角材），choza（小屋），　barraca（バラック），　rinc6n（角），　sala（部墜）等々がある．

　手工業の一種たる仕立て業も亦，東洋がその本場だつた．仕立て屋（a1fayate，もっとも現在

ではロマンス系のsastreなる語が用いられている）はalformez（衣服の一種）を作りalquin－

ce1（合羽）を作り，叉紗（cendal）の上衣（almaizar）を仕立てた．絨陸（alca磁a）の美し

さは我々の知るところ．、刺繍には屡々金銀糸（talCO）が用いられた．モスリン織布（muse1垣a），

木綿厚織物（fust5n），錦（aceltuni），絹織物（tabi），敷物（alfOmbra）をはじめ，チヨッキ

（chupa），ワイシヤツ（camisa），ズボン下（zarag£iellas），外套（9ab6n）なども作られ，材斜

も綿（algod6n），羊毛（cachemir）等が，絹の他に用V・られたコーランを入れる革袋（tahalf）

は山羊の縁皮（banda）で作られ，浮飾（guadamecf）が施されてあっfe．

　行政にっいて蓮べるならば，八世紀間に及ぶ統治は，ロ　一・マ帝国の影響が幾何にこれまで大き

かったとは云え，幾分なbともアラビア的なものを残す事になったのは，蓋し当然の事である．

主なものを拾ってみると，先づalcalde（市長），　alcaide（巡視），　zalmedinas（司法官），　al－

guac21（警官），　barrio傭彦市の一区画），　aldea（村）などがある．法律上の用語としてはaL

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　105



bacea（遣雷執行人），　albar6n（未燈の）等が昔日の面影をとx“めてV・る．

　科学の部門においては，アラビアは，当時の批界で苦も進歩した国であった．致学用語として

のcero（零），　cifra（数字），　guarismo（アラビア数宇），由gebra（代数）をはじめ，化学では7

alambique叉はalguitaras（蒸溜器），　alcalfs（アルカリ→，　alcohol（アルコール）などの語

を残した．

　天文，気象面では，zenit（頂上），　garbino（西南風），　monz6n（季節風），　tif6n（台風），　alde－

ba悟n（星の名），　ange（頂上），　nadir（天底点）戊a1manaque（暦，これは‘‘数える，，の意から

来てV・る）．医学用語としてはalbayalde（白鉛），　alquermes（興奮飲料），　alcanfor（樟騒）r

solim麺（昇京），金属，鉱物ではzapa（ワ＝皮模様の金），　ambar（號白），　azufre（硫責），　al－－

magre（赫土），　albayalde（茨酸鉛），　azogue（フk銀），alumbre（明磐）など，皆アラビヤ起；原

である．

　工業上の用語として残っているのは，arsena1（工倣），　alfarero（陶工），　alc品正er（陶エ霧）

で，後者からはtaza（茶わん），　jarr◎（壼，瓶）などが作られた．

　：欝楽でアラビヤ語系の単語の多いのは主として楽器名である．atabal（小太鼓），　laud（絃楽

器の一種），rabel（マンド9ン型の三弦楽器），　gaita（風筒の一穣），　guitarra（ギタ・・　），　talit／－

bol（太鼓），　adufe（パンデレークの一種），　citara（三弦の楽器），　ajabeba（笛の一種），　a五a鐙

（ラヅパ），a1boque（風笛），9ttzla（一絃楽器）など．

　動物の名前にも，アラビヤ語に起源を有するものが少くない．たとえば，pato（あひる），．ganso

（驚鳥），10ro叉はpapagayo（おうむ），　alhoja（鳥の一種），　garza（驚），　buh◎（ふくろう）

等の鳥類をはじめ，bonito（かつお），　girafa（きりん），　jabali（猪），　caim磁n（鰐），　ga15pag◎

（亀），perro（フミ）　など．

　社会現象を表す雷葉にはasesino（1刺客），　bazar（慈善市），　alboroto（隠勤），　fonda（一・種

のホテル）など，叉coima（賄賂）もアラビア語から来ているが，これは如何にもよく被等の生

活態度を表している．

　最後に，軍事用語についても二三述べなけれぱならない，アラビア人は非常に乗馬に秀れてい．

た．騎手（alfar5s）は拍車（ac］cate）の音も高らかに，あぶみを短かくした，　jinetaと称せら

れた粂馬法で，手には青寵刀に似た太刀（alfauje）を，或は投槍（azagaya）を持ち，一大叫声

（algarada）と共に，逃げゆく敵の背後（zaga）から，折から響くラッパ（a五a創）の音に鼓舞

されて攻め込んだ．夜になると夜襲（rabato）を敢行し，テン1・（alfaneque）の外では敵に備

えて哨兵（atalaya）が不眠の警戒に当っていた．若者達（zagales）は楯（adarga）を手にし，

簸（aljaba）に矢をっめ，旗手（a混reのを先頭に，勇ましく戦場に赴き，綾塞（alc・6zar）で
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は，城主（alcaide）が絶えす敵の来襲を監視していた，と云う有様であった．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も

　これまでに見た単語は殆んど蚕部が名詞であった．而もそれは具象名詞が主であった．とれは

アラビア人の実行力を示す一つの標しでもある．今，名詞以外の品詞につV・てみると，先づ形容

詞では，azul（青色の），　amarilio（寅色の），　affi1（藍色の），　carmesf（濃紅色の）等，色彩に関

するものの他，baladi（っまらぬ），　baldfo（無駄な），　hacino（けちな），　mezquino（下蔑な），

andrajo（ぼろを着た），　beduino（じっとして居る事のなV・），　galan（女にやさしV・〔男）），

mohino（不快な），　horroroso（恐ろしい），　fanfarr6n（ほら吹きの），　gandul（野ぱんな）など

或る共通し）た傾向の形容詞がある．前置詞としてはhasta（……まで〔時間的，室間的に）），動

詞にはHe　aquf，　h610（こ人に存す）などが見受けられる．繰返して云うが，以上挙げた単語は

何れも数多あるものム中の，ほんの一例に過ぎぬもので，それを全部こ＆に収録せんと企てる事

は，此の限られた紙面に辞書を挿入するにも似た不可能事である．

　借，イスパ：ア語として現代用V・られてV・るこうした単語の中には，更にそれが他国語に由来

する場合があるのは，ラテン語に於けると同様である．例えばalcanfor（樟脳），　ajedrez（将

棋）は，元来アラビア語ではなく，サンスクリット語から来たものである．叉，jazmin（ジャス

ミン），naranja（みかん）其の他畿慕かの果実，塔花の名，　azul（青い），　eSCar工ata（緋の）など

はベルシャ語よりXている．ギリシャ語からアラビア語に入り吹にイスパ＝ア語となった単語に

は　arrOZ（米）＜gr．6ayZa，　aZUfaifa（果雲≡）＜97㌔ZiZyphon，　adarme（重量単イ立）＜aれ　adir－

bem＜gr．　drachm6，　alambique（蒸溜器）＜ar．　alanbic＜9仁ambix（器），　a］quimia（線金

術）＞ar．　alquimiaくgr．　Chymeia　acelga（草名）＜ar．　acilca＜gr・s輌ke16sなどがあり，叉，

ラテン語でアラビア語に入った単語も少くなV・．alberchigo（杏）くαれalfirsic＜1砿persicum，

almud（穀量）〈lat．　inodius，　alcazar（城）＜ar．　alcagrくZα乙℃astrum等はその一例である．

こムで問題となるのは，これらの単語がアラビア人のイスパ＝ア侵入以前に，既にラテン語から

入っていたか，或は侵入後，八世紀にわたるキリスト敦徒との共序中に，言語の複雑な相亙影綴

で，アラビア語が新たに採用したものなのか，時により判然しない場合がある事である．事実，

侵入後，アラビア語の勢力はイスパニアに於て盆々櫓大し．一時はラテン語を退ける迄に至った

が，mozθrabes達の多く居た事実にかんがみ，ラテン語から吸収摂取した言采も可成りあった．

その一例が，アラビア人作家にして一月（enero）をyanゑirとかき（尤もラテン語ではianua－

riusと云われeneroはその進化した形である），タンボリン（pandero）をpandeir◎と書：い

た記録がある．旬これらは音声学上の問題と密接な関係にある故，吹章に於て取扱う事にする．

それに先立ち，アラビア起源の固有名詞，特に地名（top皿imia）につV・て考察してみよう．

M元guel　Asfn　I）alacios氏は19444p出版され）た著書“Contribuci6n　a　la　toponimia　6rabe
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de　Espafia”に1500余のイスパニア地名を挙げ且つその元義を詮明し更に巻末には，420余の靖

名で，恐らくはアラビア起源ならんと思われるものを収録してV・る．との数字からしても如何に

8世紀間のアラビア人の存在が，大きな意義をもっているかぶ伺われる・こx　，rこは只，その一部

分を挙げることにする．抑括内は洲名を示す．

　Aceca　（Toledo）＝（道）．　Ahfn（Castell6n）＝（泉），　Alaraz（Salamanca）＝（田合），　La

Mancha〈・Castilla　la　Nueva）＝（高原），　Albojaira（Almerfa）＝（1召沢），　Alborote（Granada）

＝ 柏，AlcaM（Cえd1z，　Castell6n及びその他）＝（城），　Algarbe（Sevilla）＝（西），　Algarra

（Cuencの＝（白V・），　Algeciras（C2dlz）＝（島，牛島），　Alhambsta（Ciudad　Rea1）＝（赤い）．

Almadraz（Toledo）＝（時「ヒ），　Almer至a（Almerfの＝（見張番），　AimoK6var（Ciudad　Real：1

＝ （丸い），Aza・naque（Sev姐a）＝（道路），　Benamahoma（C翻iz）＝（マホマの家）其他Beni

で絡る地名多し〔Beniは（……の息子）に季目当する接頭語で，イスパニア語ではLopez（Lope

の息子の義）の～ezに相当するもの．英語にもRichardsonの如く接尾語がある如く見受け

る〕．Calatayud（Zaragoza）＝（Ayy口bの城），　Cid（Alicante）＝（主人），　Doya（Alicante）

＝ （納屋），Gibraltar（C5diz）＝（Tariqの山），　GUadajoz（C6rdoba，川の名）＝（濁流の河），

Guada！ajara（Guadalajara）＝（石の多い河），　Guadalcanal（Sevilla）＝：（堀割rJ）の河），　Guada－

rrama（Madrid）＝（砂地の河），　Manuel（Valencia）＝（谷間より水の流れ出るととろ），　Medina

（C5diz，他）nc（都市），　Medinaceli（Guadarajala）＝（Salimの都市），　M◎guer（Huelva）＝

（洞穴），Murcia（Murcia）＝（一定した，確実な），　Mjera（Logr磁o）＝（わし），　Vega（Galicia

及びAsturlas）＝（T・k’・），　zahara（C6diz）＝○璋く）．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第　　四　　章

　　　　　　　　　　　　　　　　　蓄∵声学上のアラピ天ム

　葺声学上のアラビヤ語の特徴を蓮べる前に先づ我々は，その研究の顯難さを充分に認談しなけ

ればならない．一般に，との分野程，各個人乃至は各園民間の独自の生き方をもっているものは

．少い．具体的に云って，例えぱ，イスパニア語が，同じ様にラテン語を母語とするmマンス語で

あっても，フランス語と，或はイタリァ語と，ポルトガル語とその発音乃重は綴字が異るのは，

1つや2つの影響によるものではない．先づsupers亡ratumとsubstratumとの関係が考えら，iL

よう．叉，気候の差異も見逃し得ざる要素であり，生活環境から来る言語習慣と云う事も少なか

らす力を有している．アラビア語と，当時ようやくラテン語からneo－1atinに移行しつtあった

キジスト滋イスパ＝ア逗｛との言言語隠係についてみるに，そ㌢しは，一応，SUI）er＄tratUm，巨9’ち外部
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よIL）及ぼされた言語要素と考えられると同時に，相互の影響と云う形をとってV、る．複糀極まる

発音上の諸影饗から，今，アラビズムの特徴を挙げてみよう．

　先づアラビヤ語の破擦歯音はロマンス語の9・（ts）及びz（d3）にとって代られた・叉，アラビ

ア語の帯気（有気）摩擦音h‘は，イスパ：ア語ではalharaca（大仰），　alhefia（植物名）にお

けるhで表されてV・た．時にはそれがfで表される場合もあった．たとえばalh‘ang＞a正foz

＜敷地），alxord2＞alforja（袋）など．或は叉，　h’自身が消滅するのも稀ではなかった．　h’aloq

＞aloque（白ブドー酒）．アラビア語には，　pなる音素（fonema）は存在しなかっ）た．従って，

ラテン語のpraecoqus（杏）はアラビア語ではalbarcocと発音され・，　albaricoqueとなって

Kス7x”　＝・ア語になった．口蓋垂晋9は」の如く発音するのが常であった．従ってTago＞Tajo

となった．lmela即ち強勢のあるaがiに変り更にeに移る現象も，アラビズムの現れである．

（Hispalis＞Hispalia＞lsbilia＞Sevilla）。〔∫〕を」に発昔せしめたのはアラビア語式発：言の影響

で，つまり，S＞古代x＝ζ＞j＝xなる形でこれを表現する事が出来る．　Sapone（石けん）＞xabの

＞jab6nと変つてゆき，　SUCU＞XUgO＞jugO（ジュース）と変化したのは，イスパ＝ア語の一切

のSをX＝§と発音したm◎riSCO（モーロ人にしてイスパ＝ヤが再征服された時洗礼を受けてキ

戊ス1・教徒となり，との地に住みついた者）の発音の影響である。彼等は吹の様にしゃべってい

た．〈Xean　llevadox　todox　estos（これが皆持出されるとは，即ちSean　llevados　todos

estOSの事）〉．イスパ＝ア語に於て，語尾がiで絡る単語は，動詞の活用形を除いては，アラビ

ズムによるものである．Alfonsf，　Centf，　Marroquf等の固有名詞の形容詞化の他carmesf，

baladf，　jabalfなど，みなそうである．前章に於ても少し述べたが、，アラビア単語が，ギリシャ

語，ラテン単語から来ている場合がある．その場合，sは」で，　Pはbで表された（これについて

は今しがた蓮べたととろ）と同時に，ラテン語のstの代りva　zが用いられた事も見逃してはなら

なV・．　たとえば，lat．　Pastinaca＞biznaga（植物），　lat．　Caesar（a）gusta＞arab．　Saraqusta

＞esp・9aragoga＞Zaragoza（地名）・

　一たびロマンス語として取入れられるや，アラビア単語はロマンス語と同様に言韻変化を行っ

た．〔k〕は変化しなかっ）た（mickin＞mezquino）が二重母音ai，　auはカスティi］．ア語及びヵタ

ラン語にe，◎を与え（dai’a＞cast．　aldeaσ寸），　cat．　aldea）ガijシアポル1・ガル語（Galicla

とPortugaiの国境地方に話される言葉で，　n’スパニア語ではあるが，むしろポルトガル語に近

V∋にはei，　OUを与えた（＞Port．　aldeia）．早期にイスパ＝ア語にとり入れられた単語では，

無声破裂音が有声化している（atob＞adobe（土塀），　alqutu＞algod6n棉）．1－！，及びn沮が

1及び五となる，二子昔が合して口蓋化する現ゑを最後に挙げて本章を絡えよう・

　ar．　annil＞esp．　afiil（藍），　ar．　banna＞esp．　albaffil（左官）；bal正u’a＞albell6n（排水管）．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　第　　五　　章

　　　　　　　　　　　　　　慧味及び文章構造上のアラピズム

　キリスト教徒と回教径との共存がもたらしたものは，数千に上る東洋単語だけではなくして，

ひろく深く，イス2〈：：ア人の精神にまで及んだ強い回教的思想である．イスパ・Lア人が好むと好

まざるに拘らず，長世紀にわたって彼等に滲み込んでいったこの思想は，今も禽，彼等の言語，習

慣にその具体的名残りを見る享を得しめてV・る．Moriscosを迫放したイスパ＝アは，結局，民

族的満足を感じはしたものN，これまでの如く，生活の各方面にわたって活躍してV・たこれら

mor豆scoのそう失と共にraz6n（理性的なもの）とvida（実生活的なもの），剖ち，fe　sin　obras

（働かず，只信仰のみに生きるか）とobras　sin　fe（信仰なき生活の営みを行うか）の間になや

んだのである．

　イスパ＝ア語の文法構造は。単語の夫量導入に比して，殆んど変化しなかったと云ってよい．

これは既に述べ来った如くlatin　rom益niCaの全面的治去がなかった事による．但し彼等の暫

慣から来る言語の表現形式，たとえばiOjal5i（願わくば……ならん事を）＜Wa　sa’a－14’ah

（Ciuiera　Diosで，神様が思召しにならん事をの意）とか，斗牛士を鼓舞したり，踊り子をはやし

たりする時発せられるio16！＜wa－1－lah’（por　DiOSで神様よの意）などの簡単な文，或は・文

の棒造上は，ラテン語系のものであっても，その中に盛られてある思想が，アラビア独得である

と云った場合が多い．その一つが，彼等アラビア人の礼儀作法から来るもので，例えば訪問客が．

部屋に飾られてある額を讃めた時は，アラビア人の脅慣としては「それは貴方のものです」（Es

suyo）と云い，叉，貴方はどちらにお住いですかと箪ねられて答えるのは，何街何寄地と云って

からahi　tiene　Vd，　su　casa（そこに貴方の家があります）と附加える．叉，自分が食黎中，腐

を通る者があれぱ必噺彼にiVenga　Vd．　a　comer！（一しよに食べませんか？）と呼びかけるの

が普通で，これを真面目に受けてはいけない．あくまでもそれは儀礼上の言葉である．それに対

し答える言葉は，iQue　aproveche！（どうぞごゆっくり）である．とれは現代イスパ＝ア語を話

す国々では頻繁用いられてv・る．　こうした例は，イスパニア中世文学作品にも数度繁く現れて

いる．英堆詩Poema　dei　Cldの中でAlfonso　VIがCidの馬を讃めた．　esse　cavallo　que

tant◎　bien　of　dezir…，　que　en　todas　nuestras　tierras　non　ha　tau　buen　var6n　（verso

3510）時，英堆はムスルマン式礼儀で「お購り致しますからどうぞお受取り下さい」（Yo　vos　lo

do　en　don；mand6desie　tomar，　se五6r），（verso　3113）と答えているが，流石に当時の事，王

はD，est◎non　he　saborと云って受取らなかった。13世紀墳には何千を薮えた公衆浴場ぽ，
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我が国で見られると同様，都市に設けられ，浴場の主人は石けん，タオル，熱湯を用意し，たS“，

男子は火木土と行き，女子が月水金の如く，週の中，入浴のBが決ってV・た．こうした習慣も1576

年には法令により禁止されて今では殆んど見つからない．言語とは少し関係が薄いが，女子の

manto　tapadoと称して顔を覆った習憤は，16世紀の事であったが，令も向，遙々南米の地に，

特に田舎地方に残っている．女子が，東洋風に床estradoに坐したのも興味ある風習で，これ

は18世紀に至ってもまだ見えた．アルゼンチンの作家にして大政治家DOmingo　Faustino　Sar－

miento（ユ811－1888）の家も，こうであったと彼の回想録に記されてV・る．ラテン系の言葉に

アラビア語的意味が附加された場・合につV・ては一寸触れておV・たが，palacioが宮殿の意味の他

に，別荘，或は部屋の意味で用いられた．これはアラビア人の生活環境から来ている．叉Casa

が本来の「家」の意味の他に，都市，民家の意でPoema　del　Cldに用いられてレ、る．　verg萱euza

は元来「恥」と云う意味を持っていたが，それが「名誉，忠誠」の義に用いられた．イスパニア

人の性格の中枢をなすPundonor，εllち，体面の意識は，案外，こうしたアラビア精神の一部面で

もある訳だ．従って一・見イスAe　．．ア固有のものと見倣されるものも，その源に遡ると，それが外的

要素である場合が少くない．先述のiO　jal6！，　i　O1引にしても，叉，彼等の云うSi　Dios　guiere

（神がお望みなら，即ち「よかったら」の意）などにおけるDios（神）もキリスト教で云う神な

のか，どうか，甚だ疑問である．イスパ＝：ア語で書かれた書翰を見る者は誰でも，その結辞の長

いのに驚くであろう、H本語なら，さしずめ「敬具」で片附けるものを，　Eスパ＝ア語ではquedo

de　Vd．　afmo．　．atto．　S．　S、　q．　b．　s．　m．と表現し，直訳すれば，「私は貴方に最も好意を寄せ，貴

方の手に接吻するところの，丁寧で，間違いのない召使ですjこXにbesar　la　mano（上記の

b．S．　m．に相当する）部ち手に叉は足に接吻すると云う習憤も，アラビア式である．十九世紀に

於ては，まだ紳士に淑女はbeso　a　Vd．　la　rnano（あなたのお手に接吻します）と云って別れ，

紳士はalos　pies　de　Vd．　sefiora（剣羨，あなたのお足許に）と答えてレ・た．手にキッスする

事が藺欧封建主義と閤蓮なく，イスパ＝アの歴史とのみ関連性を持つ事を強調しなけれぱならぬ．

その他，聖書コーランから来た諺やBendita　sea　la　madre　que　te　pari6（お前を生んだ母親

に幸あれ）と美しV・女を見て叫ぷ忽慣をはじめ，元来非人称的表現を人称的にした（Amanecer

は夜が明けるまで三人称複数形にしか使用されなかったが，後人称変化を行レ・Amanecf　enfer－

mo（私は朝おきると体の具合が悪かった）など蓮べねばならぬ事項は相当あるが，今は，文学の

面で，アラビア語がイス？〈　＝アに（実はイスパニア語のみならず，フランス，英国，ドイツ，イタ

リー，ポル1・ガルにもであるが）及ぼした大きな影懇の一つたるアラビア詩の形式zejelを紹介

して，此の稿を絡えたいと思う．Zeje1とは踊りのためによく用V・られた形式で，その形はAA．

ddda，　eecaなる脚韻をふまれた十行詩である．この詩形式は．イスパr：ア中世文挙の高峰をゆ
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くArcjPreste　de　Hita（Hltaの大僑正）のLibro　de　buen　amor（よき恋の書）に，間断な

く現れ・，Alfonso　el　Sab2◎（Abf◎nso賢王）もC養ntigasの中で此形式を盛んに用いている。

中世の文学にと心まらす，アラビア文学の与えた影懇は，十七一世紀の，レ、わゆるBarroco時代の

イスパ＝アの代表的詩人Luis　de　G6ngora　y　Argote（1561～1627）の作風にも及んでV・る．　　，

彼の詩に大きな影響を直接に与えたのは，アラビア詩人，1bn　Saidである．
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